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研究成果の概要（和文）： カレ・クブ遺跡はイラン東部のビールジャンドから北西140kmにある遺丘である。本
研究において試掘調査を行ったところ、この遺跡から1000km以上離れた南メソポタミアのウルク文化の土器群が
大量に出土した。
　前4千年紀（ウルク期）、南メソポタミアに世界最古の文明が誕生した。しかし、南メソポタミアは巨大な沖
積平野であるため、鉱物や貴石などが存在せず、こうした資源を周辺地域から獲得する必要があった。その結
果、南メソポタミアの都市国家群は、競って周辺地域に進出し、交易拠点を形成していった。
　カレ・クブ遺跡はウルク文化の物質文化が確認された最北東の遺跡であり、最果ての交易拠点であった可能性
が高い。

研究成果の概要（英文）： Kale Kub is situated 140km to the northwest of Birjand in eastern Iran. 
Several trenches were opened and the trenches yieleded a number of non-local Urukian pottery such as
 beveled rim bowls. 
 The oldest civilization in the world arose in southern Mesopotamia in the 4th millennium BCE (Uruk 
period). Southern Mesopotamia is a huge alluvial plain and lacks important resources such as metals,
 woods, and precious stones.Therefore, Urukian city states needed to acquire these resources from 
neighbouring regions. It is assumed that Urukian culture spread beyond the southern Mesopotamia 
because the city state in southern Mesopotamia competitively advanced to neighbouring regions in 
order to get the resources. 
 Currently Kale Kub is the north easternmost Urukian sites. The distribution range of the Urukian 
culture was expaned further 600km to the east than previously known by the discovery of Kale Kub.   
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　南メソポタミアは文明揺籃の地であり、前4千年紀に最古の文明メソポタミア文明が誕生した。なぜ、この地
に最古の文明が誕生したのか？現在、主要な要因として、金属や貴石、木材などの資源が不足していたこと、そ
れを補うために長距離交易が発展したことが挙げられている。カレ・クブ遺跡は、南メソポタミアが建設した最
果ての交易拠点である可能性が高く、今後発掘が進めば文明形成に関して多くの知見を得られると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
西アジアの肥沃な三日月地帯は、地中海式農耕の起源地として知られている。1990 年代には、
肥沃な三日月地帯の中でも、とくに西側のレヴァントで農耕・牧畜が開始されたと考えられてい
た。 
しかし、今世紀に入り遺伝子研究が急速に発達した結果、肥沃な三日月地帯の東翼ザグロスで
も独自に農耕・牧畜が誕生した可能性があることがわかってきた。 
そして、近年、中央ザグロスのチョガ・ゴーラン遺跡で発掘調査が行われた結果、ザグロスで
もレヴァントと同様に紀元前 1 万年ごろにまで農耕の開始がさかのぼることが考古学的に明ら
かにされ、ザグロスは、現在、地中海式農耕の起源地の一つとして注目されている。 
 
２．研究の目的 
 現在、レヴァントで生まれた農耕は、ヨーロッパや北アフリカなど主にに西方地域に拡散して
いき、ザグロスで生まれた農耕は南アジアや中央アジアといった主に東方地域に拡散していっ
たと推測されている。 
 しかし、レヴァントとは対照的に、ザグロスにおける農耕の起源またザグロスから東方地域へ
の農耕の拡散を対象に行われた研究はきわめて少ない。 
そこで、ザグロスにおける農耕の起源およびザグロスから東方地域への農耕の拡散のプロセ
スを明らかにするため、イランにおいて考古学調査を実施した。 
 
３．研究の方法 
 まず、ザグロスにおける農耕の起源を調査するため、2017 年度にザグロス南部のホルマンガ
ン遺跡から出土した石器資料と動物骨の分析を行った。 
また、ザグロスから東方地域への農耕の拡散を調査するために、2018 年度、2019 年度に、東
イランにおいてカレ・クブ遺跡を発掘した。 
 
４．研究成果 
 ここでは、とくにカレ・クブ遺跡の発掘調査の成果を中心に報告する。カレ・クブ遺跡は、現
在のイラン東部、南ホラーサーン州の州都ビールジャンドから北西に 140km にあるアイ・アスク
村、その西方 800m に位置する 7ha 程度の遺丘である。 

図 1 カレ・クブ遺跡の位置と関連する遺跡 
 

図 2 カレ・クブ遺跡の全景 
 
 



当初の目的は、カレ・クブ遺跡を発掘して、イラン東部にザグロスからいつごろ農耕が伝わっ
てきたかを調べることであった。この遺跡では、紀元前 6000 年あるいは紀元前 7000 年ごろのも
のと思われる非常に古い石器が地表に落ちており、イラン東部へ最初に農耕が拡散してきた頃
の古い層が遺跡に残されているものと考え、この遺跡を発掘した。 
遺跡中央にトレンチを 2本設定して地山まで掘り下げた。両方とも 5ｍぐらい掘り下げた段階
で、遺物の出ない自然の層、地山に達した。そして、この地山の直上（この遺跡で最も古い層か
ら）は、紀元前 5000 年頃のチャシュメ・アリ文化と呼ばれる比較的新しい時代の土器が出土し
た。つまり、当初狙ったような、紀元前 6000 年あるいは紀元前７000 年にさかのぼるような古
い層を遺跡で確認することはできなかった。つまり、当初の発掘の目的を果たすことはできなか
った。しかし、偶然、思いがけない発見があった。 
現在の地表面から 1.5ｍほど下に厚さ 50ｃmほどの礫層がある。おそらく遺跡の近くの河が氾
濫し、運ばれてきた礫が堆積してできた層だと考えられる。そして、この礫層から礫に混じって、
カレ・クブ遺跡から 1000km 以上離れた南メソポタミアのウルク文化に典型的な土器群が大量に
出土したのだ。では、なぜ、南メソポタミアのウルク文化の土器群が、南メソポタミアから 1000km
以上離れたこの地で発見されたのだろうか？ 

図 3 カレ・クブ遺跡から出土した南メソポタミアのウルク文化の土器 

 
前 4千年紀（ウルク期）、南メソポタミア（現在のイラク南部）に世界最古の文明が誕生した。
しかし南メソポタミアは、ユーフラテス川とチグリス川が運んだ泥が堆積してできた広大な沖
積平野であるため、文明生活を営む上で必要不可欠な資源（銅、錫、金、銀、木材、ラピスラズ
リ、紅玉髄など）が存在せず、こうした資源を周辺地域（イラン高原や南東トルコ、イラク北部、
シリア）から獲得する必要があった。この結果、南メソポタミアの都市国家群が交易ルートを掌
握するため競って周辺地域に進出し、交易拠点を形成していった。これによってウルク文化の物
質文化は、南メソポタミアを超え、周辺地域に拡散していった。 
いままでウルク文化の物質文化が確認された最北東の遺跡は、イラン高原西部のシアルク遺
跡などであった。従来、ウルク文化はカビール沙漠を超えることはなかったと考えられてきた。
しかし、今回の発見によってカレ・クブ遺跡がウルク文化の物質文化が確認された最北東の遺跡
となり、ウルク文化の広がりは、カビール沙漠を超え、従来考えられていたよりも 600km も東に
広がることになった。 
カレ・クブ遺跡には、南メソポタミアの勢力が築いた最果ての交易拠点があった可能性が高い。
カレ・クブ遺跡周辺は、銅鉱石や円筒印章の材料として利用された玉髄を産出する。銅鉱石と玉
髄、これが、この地に南メソポタミアの勢力を引き寄せた最大の理由であったと考えている。今
後の調査によって。この交易拠点の性格を明らかにしていきたい。 
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